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copy　multidot　defocusing　technicは膵スキャンのよう

に描画性の低い場合に偉力を発揮し，再現性とdetailの

表現性に関してはフォトスキャンより勝れており，マル

チドットスキャン像の横の走査線やbnck　groundのよ

うな。冗影の障害となる囚了を除去し非常に鮮明な膵形態

の描出に成功した．

　質問：立野育郎（川立金沢病院放射線科）　いろいろ

人によって前処置が加えられているが，その差はあるで

あろうか．

　答：平木辰之助　 膵スキャン施行前には絶食させる

だけで，特別の高たんぱく食とか注射薬を使川しなかっ

た．

16．富山県立中央病院放射線科に

　　おけるRI利用の現況

　　　　　　　宮越和子　正谷　健

　　　　　　　横山　弘　占本節夫

　　　　　（富山県立中央病院放射線科）

わが放射線科においては，1965年7月より，RIを診
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療に利川すべく核レ字／’1［i」を発足させ，約1力年半を経

過した．われわれはその目標を一応X線にて認己不可能，

もしくは困雄な臓器の形態学的診断，面スキャニングに

壬点をおいてすすめている．而スキャニングの総件数は

742汀：で，その内訊は，13｜1による甲状腺スキャン439件，

ぷAn肝スキャン276件，203Hg腎スキャン17件，ユ311MAA，

肺スキャン7件，5ユCr脾スキャン3件で，おのおの59％，

37％，2．2％，O．　9％，0．4％となっている．この件数は，

まず旧状腺に始まり、肝→腎→肺→脾と歩んだ過程を示

す反而，保険診療に利約を受けない標nr」c化合物を用い

るスキャンの件数が多いという結果をも示している．非

密封RIによる治療は，1311内服による「「1状腺機能充進

症のみで18件，内再治療は2件で1回投与li］1は4～9　mCi

の間にある．

　さらにRI人荷状態よりみた使用核種と呈を示すとと

もに，施設各部門における汚染管理状況も合わせて報告

した．
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